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1'Cつ

(そ の1)

収 支 報 告 書(平 成>n年 分)
(ふ り が な,

政治団体の区分1政 治団体の名称

いい ン肺 ん夢 ・秘 錫ハ 設石井みどり後援会宝塚支部
口 政 党 口 政 治 資 金 規 正 法 第18条 の2

口 政 党 の 支 部 第1項 の規 定 に よ る政治 団 体

口 政 治 資 金 団 体(平 成 年 月 日開催 分)

B/そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

宝塚市小浜２丁目1-30

活動区域の区分

ロ2以 上 の都 道府 県 の 区鵬 目ノ兵 庫 県 内3代 表考の氏名沢茂

資金管理団体の指定の有無 騒会議員関係政治団体の区分

喋 会計責任者の氏名鈴木茂人 有(下 の欄にも記入)

計 。,下 。。。㈱

公職 の種類
{現職 ・駐補者の別)

(現 ・候)

口 政 治資 金規 正 法 第19条 の7第1項

第1号 に係 筍国会議員闘係 政治団体

口 政 治資 金 規正 法第19条 の7第1項

第2号 に係 る国会議員関係政治 団体

公職の候補者
の 氏 名

資金管理団体

の届出をした

者 の 氏 名 公 職 の 種 類
帆壁'候蹄 の別[(現 ・候)

(受イ・)
一 事務担当者の氏名 髄

(収支報告書の内容についての問い合わせ先)欄擁翻 資金管理団体の指定の期間

(1月1圓 ～ユ2月31日の場合は記入不要)

圏会議員関係政治団体に關する
特例の適用期間

(1月1日～12月31臼 の場合は記入不要) 整理番号
28。2.19

鈴木茂人(電誕)

ρクヂ7一ワ ノー06俘

(無の途中で指定又は取消した場合のみ記入》

平成 年 月 日か ら

平成 年 月 日まで

【無の途中で該畿した場合又は該当しなくなった墳舎のみ記入,

平 成 年 月 日か ら

平成 年 月 日まで

全国・(鯵

111

一.

(注)報 告盤作成にあたってはr敬支報告讐舶競例1を 参照 してぐだきい.
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,
ド ○

収 支 の 状 況 ・つ'

(そ の2)
P

隻 収支の総括表

収 入 総 額
十{自 百万 千

♂

(前 年 か ら の 繰 越 額) ク

(本 年 の 収 入 額 〉
グ

支 出 総 額 o

翌 年 へ の 繰 越 額 o

(注)「(前 年か らの繰越額)」 は前年の報告書を確認の うえ記載 してください。

2収 入項 目別金額の内訳

〔1)個人の負担する党費又は会費

金 額
十 百万 千

ジ

員 数
人

(注)「 員数」は党費又は会費を納入した実人数を記載 してください。

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附
十億 百万 千 円

(その7)に 内訳を記載

(う ち 特 定 寄 附 〉

〔イ}法 入その他の団体か らの寄附 (その7)に 内訳を記載

{ウ}政 治 団 体 か ら の 寄 附 (その7)に 内訳を紀載

1J、 計(ア}→ 一 【イ}十1ウ} ∂

(寄附のうち寄附のあっせんによるもの) (その8)に 内訳を紀載

イ 政 党 匿 名 寄 附 (その9)に 内訳を記載

合 計(ア+イ) ρ

(注〉 ・アの区分(イ)について、企業 ・労働組合等の団体が政党及び政治資金団体以外の者に対 して、

政治活動に関する寄附をすることは、禁止 されています。
・ 「(う ち特定寄附)」 を記載す る場合は、 「個人からの寄附」の内書 を認載 して ください。
・ 「(寄附の うち寄附のあっせんによるもの)」 を記載する場合は、 「小計」の内書を記載 して ください。2



,

ピ
(その・3)○ つ

3支 出項 目別金額の内訳

「

(1)支 出 の 総 括 表

碩 目 金 額 備 考

1

経

常

経

費

(1)人 件 費
十億 百万 千 円

(うら繍 ・錦m破 腕)

(2)光 熱 水 費 (うち細 改鯛の蛉 血)

(3>備 品 ・ 消 耗 品 費 (うち本郎・支細聞の女赫血)

(4)事 務 所 費 (うち本価 蜘 圃の鮒 血)

小 計(A) o (うち綿 改鯛の鮒位)

2

政

治

活

動

費

(1)組 織 活 動 費 (うち本師・支郎澗の交付金)

(2)選 挙 関 係 費 (うち本品・支部間の憂付血')

(3)機 関 紙 誌 の 発 行

そ の 他.の 箏 業 費
(ア 十 イ 十 ウ+エ)

(うち細 改鯛 の鮒 金 〉

ア 機 関紙誌 の発行事業費 (協 椰 ・支鰯 の交f強)

イ 宣 伝 事 業 費 (う ち本部・支幅岡の交付愈)

ウ 政治資金〆サィー開催事業費 (う ち本郎 ・支師冊の交付金 〉

エ そ の 他 の 事 業 費 (うちオ:部・支郎冊の交付血)

(4)調 査 研 究 費 (うち椰 茂剛 の交1挽)

(5)寄 附 ・ 交 付 金 (うち細 弦鰯の交1絶)

(6)そ の 他 の 経 費 (う ち本部 ・支師田の交付位 〉

小 計 くB) 〃 (うち本師・支師側の交付血)

合 誹(八 〉+(B) ρ (う儲触 支鯛 破{檎)

(注)・ 経常経費(人 件費を除く。)に っいて、1件当りの金額が資金管理団体として指定されていた期間 個 会諺員関係政治団体に関する特例規定が適用されていた期間を除く。)に 行った支出にあっては

5万円以上のものを、国会艶員関係政治団体に腿する特例規定が適用されていた期間に行った支出にあっては1万円を超えるものについて、その明細を次頁の様式(そ の14)に 記載するとともに、

領収欝等の写し(当 該領収書等を複写機により複写したものに限る。}を 添付してください。
・政治活動にっいて、L件当りの金額が国会議員関係政治団体に関する特例規定が籔用されていた期間に行うた支出にあっては1万 円を超えるものを.そ れ以外の期闘にあっては5万 円以上のもの

にっいて、その明細を様式(そ の王5)に配蔵するとともに、領収書等の写し(当 該領収魯等を複写機により複写したものに限る。)を 添付 してください。
・当該政治団体の本部又は支部に対して供与した交付金に係る支出がある場合は、その金額を備考欄に()内 書きしてください。また、この額の内訳を滋式(そ の16)に 記載 してください。
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(そ の17)

1

C

資産等の総括衷

資 産 等 の 状 況

つ

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 潤 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 口

イ 建 物 〔コ 団

ウ 建 物 の所 有 を 目的 とす る地 上権 又は 土地 の賃借 権 [コ 口

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 目 回

オ
預 金(普 通 預 金 及 び 当 座 預 金 を 除 く 。
又 は 貯 金(普 通 貯 金 を 除 く

)

。)
口 国

カ 金 銭 信 託 口 日

キ 有 価 証 券 〔コ 殴

ク 出 資 に よ る 権 利 口 国

ケ 貸 付 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 B

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 凶

サ 取得 の価額が工00万円を超 える施設 の利用 に閲す る権利 日 磁

シ 借 入 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 〔] 呼

(注〉該 当す る 「口」内に 「〆」 を記入 して くだ さい。 また、 f有」の揚合 、項 目ご とに内訳 を(そ の18) に記載 して くだ さい。
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(その20)

A、
、

G つ

宣 誓 書

添 付 書 類(別 添のどお り)

1領 収書等の写 し

2政 治資金監査報告書(国 会畿員関係教治団体に限る。)

この報皆書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

平成}多 年 ♪ 月 ノヲ 日

政 治 団 体 の 名 称 偏 知 ・漁鉱 弘阜麦転
ノ

会 計 責 任 者 の 氏 名 齢 先表 人 翁
(自署の場合は押印は不要です。)

℃

胴

r (代表者の氏名欄は、解散年の収支報告書にのみ記入してください。) 、

代 表 者 の 氏 名
㊥

1

{自署の場合は押印は不要です。)

曳 ノ

(滋)・ 会計責任者や代表者の 『氏名誘欄には、記名 ・掴 印又 ぱ署名 を して くだ さい。また、署名の場合は必ず本人が自署して ください。
・解散時に複数年の収支報告書を同時に提出する場合、代表者の氏名は解散年の収支報告魯にのみ記入して ください。

20


